








多彩な 《 味を持つ商 
木类代子さん《鍵町4 
丁目）が特に造指を深 
めていたのが、 PMl n 
平成3年の春ついに， 
ご主人が経営する工務 
店の2箱に『レストラ 
ンたかぎ^を開店して「枣門家」になってしまった 
輿色の女 J4U ランチタイムには「高木さんのお苷」 
をいただきに常連客でいっぱい（夜は予約客のみ 
今 H は季 ffi に合わせて「栗ごはん j だったが、栗は 
おに皮ごと煎ってから丁事にむく，》味を逃がさな 
いこころ遣い。 r おふくろ煮 j は筠肉、ぜんまい、し 
めじなど甘辛の味つけで、油播げに S めて • だし汁 
で煮込んだ，いかにもおふくろの味„ほかにもこん 
にゃくのびり辛煮、大根と人参の酢滾けなど「高木 
ラインナップ」でのもてなし。彩俄化した「おふく 
ろの昧 j を本米の姿に民して，3年が過 r た。 

撮影：井上義治 



養護老人ホー厶 

砂川園 


ご協力をお願 
パ致します。 

括 m 月末 32) 


立川市上砂®] 
5 ~ 76~4 
TEL 37-3351 

(担当星） 




高木美代子の 

ど ふるさとの秋 


:風栗ごはん弁当 









え < てびあんレポート 



’94ミス立川 立川よいと祭り 

コンテスト 


今年はほんとの夏でしだ 

㉘ だちかわ夏のおもいで日記帖® 


秋が来ました。工房の日記帖を開くと、今年の夏の頁は思い出が山 
盛りになっていました。読み返せばあの著さがよみがえって来ます。 


7月30日(晴れ) 


北□大通りに並び立つ氷の彫刻。 

♦ * »♦泰感麵》«»»»瓠 ‘»»* * ••秦參 ♦«««•■» 暴暴*****»»»泰 «««««秦4秦泰 

額に汗する氷の芸術家たちの本当 
の相手は、氷ではな < てこの熱気/ 
でもおかげで、この日はぼんの少 

• •■暴狐泰‘泰泰泰秦 •* ••秦 • 秦4 444磉 •••••••》 泰秦 ••• 泰4秦444摩麝《秦《•■鲁 》•»••* •春秦 

し、北□に涼しい風が吹きました。 



7月30日(晴れ） 

氷 S つりの大通りからデ/彳一卜 
に入ると、ミス立川コンテストが 
行われていだ。勢揃いした立川美 
人に、署さを忘れて見とれてしま 
いました。浴衣姿ちいいねえ。 


8月21日(晴れ) 


巨大な太鼓の音が街中に薄き渡 
れば、われらお祭り人間の血が騒 
ぐ。再開発で少しづつ変わつてい 

««•%«••»•••••• »«»«_，《««•■■»••■»«_ 籲»_奪讀•孀曹，鳙■嘗着 鲁 _•« 會售•曹脅，《»謬》曹••，•争看 《« tt 

<北□の街並だけど、変わらない 


の I 或よし、と祭りと立 11 1人の心意気/ 


長野県大町市 
「ふるさと体験交流」 
8月阳〜阳(晴れ） 


大町市とは姉妹都市。今年で体 

• ••瓤瓤泰■泰••备 • ♦ •« ««4蓦4 ‘••瓤•參 ••••‘* * ••瓠•瓠备•‘泰 4* 

験交流も8年目。名物「やまびこ 
祭 j に参加したり、農 a で野菜の 
収濩を体験したり、夏いつばいに 
ヤンチヤ立 j 1 1人の心の山国日記0 



mom 




8月23日〜2阳(晴れ） 

たちかわ演劇祭ち今年で3回目。 
夏の風物詩として、すっかりおな 

_■■髒》»参《♦•鲁 ♦«« ♦籲■嬅》»»»»»•秦#秦蠢癱•參♦•事•癱參參*•蠢4¢籲••參 »_«««•«« •■着％ *»»r •籲 

じみとなりました。外は真夏の热 
帯夜。会場の溫度ち熱演で一気に 
上昇/ (写真は刺団「空 k ( L ) 



立川諷訪まつり 

8月27日4阳(晴れ） 

詉訪まつりがなけりや、立川の 
夏は終わらない。柴崎2丁目は中 

••• ••••«••»•«»»»*»»•*•• •▲•春 ■ ••瓤••秦參4*4«癱«44••鲁 

和会のお神輿を担がせて ちらつ だ。 

參 •着*，••鲁春 ••*!*■*••••••»»#•#«•••••••••••••♦•* • 

肩の神輿タコは消えだけど、あの 
興蜜は忘れなし、来年もかつぐゾ/ 
































































































1994 • 10 • I (月 I 回発行) 


月刊 • え<てびあん-立 Jll 1語ろラ • 立川に生きよラ 


通巻123# 


〇お知らせ〇 

1 ■立川クイズ』「ことわざ問答』は. 
今月から新企画「ウォッチング j 
に変わります0 

えくてびあん流路上親繫宇を ! 

お楽しみくださ U 
長い間、苜さまにかねいがって 
いただこと、御礼申し上す。| 

じ 



| 中應豆腐店 

，衣町 2-12-34 022 -5723 

凰レストラン！*屋 
3 衣町 2-27-14 026-3698 

\urnm ら 3 む 

f 衣町 2-271 _«26-3643 

1 川商店 

衣町 2-30 022-3565 

| 泰明堂 

^ 衣 ® 2-3H _ 022-3353 

\xrno ) ないと〇 

明衣 ® 2-33-1 022-3677 


むぎばたけ 

，町 M-1 _»26-〇210 

—田屋商店 

> 町2+10 022-3731 

痔屋酒店 

| 耗印 2-1-13 _»22-3625 

田花店 

08町2う-23 _ 024-4187 

川市市民会館 

一簡 -1311 

立 JH 移川 MAS 

037-4413 


| 雜町 3-3-20 

/ロッテリア 
幸邱 4-38 


ほわいとは 5 す 

^ 崎町 2-9-28 _ »24-1610 

ビジネスホテルク tK 夕 
町 M2-23 022-1122 

いなげや立)り_口店 

^•1 町 M2-24 _ 〇 26-2947 

5 洋舍 2JI8®fx->g 

^ 錡町 2-17-5 _ 〇 25-0036 

モリタニ漢方薬局 

榮崎町 2-2-10 025-1193 


»25-1 


子， 
羽衣 B 


ケ•キスタシ箱 

町 2+1 _ 027-6808 

I おそのい時計店 

| 羽衣町 2-32-2 _ 022-5211 

I 多 • 中央信用金 * S 

栄町 2-66-1 _ 036-9711 

手打ちそば <a 更 

栄 5J5-12-1—©37-0991 

相禊屋酒店 

栄町 5-61-8 _ 036-2476 

^田接骨院 

I 米町 6+25 _ 035-6240 

8 木健康回復センター 

錦 町 1-8-21 _ 021-0289 

si 和薬神ゅぅき 

1 鎳町 1-8>5 »25-0780 


I たちばな 

幸 _>1 づ 2 «37-0347 

自然食ばれあな 

裏松町 2 -1-23 024-4560 

多摩画材 

高松 ®2 十 25 —022-6031 

期子マリアン 

馬松町 M0*22 _ 024-3912 

山梨中央銀行立 JII 支店 

» 松町 2-16-13 _ 026-1571 

宝泉薬子店 

萬松町 2-27-3 _ 026-1736 

丸助青果店 

屬松町 2-4-18 _ 022-3542 

肉の_鬥店伊勢屋 

賊町 2+20 024-2734 


«!関田酒 

| 柴脚 2-2-17 _»24-2960 

I 3 R 笹乃* 

\ mmm 2-2^ _»28-2144 

i ウ都市企画 

| 脚® 2-3-13 一 028-2566 

ラ•パンパ 

l^5®2-3-3 _ »24-5800 

[ lojrshop はなむら 


«22-2491 

z iii 


オーロール婕きたて 

Um®2-4-15 —«27-9473 

1 京大飯店 

| 柴费邱 24-19 _»22093 

ななや 

I 荣 《 ®2-4-22 _f3t25-6960 

田中星美堂薬局 

柴板 ® 2-5-3 «22-3913 


びあ 

人がゐて、街があります。 

あなたがゐて、立川があります。 
そこにちよつとだけ、えくてびあん / 
リストのお店にはいつでもえくてびあん / 




菊 川 

圓 

1WWT2-5-6 

026-2 既 

caf6 =1 □ 

ラド 

柴鲟邱 2-5-8 

026-2285 

スタジオ 269 

柴》町 ?-8 

027-0269 

栗陶 

房 

策轮 ©2-9 

©25-0079 

ロッテリア 

SJIM □店 

賴町 3 • 卜 3 

022-3928 

笠并紙 

店 

1 棘 ^ -13-24 

022-8601 

矢沢 ® 

科 

賴町 3-16-2 

的 -6600 


/川 

H 賴盼 4-3 

025-5825 

ラ•フイ 

ネ 

柴鈐 ® 3-5-2 

»25-2179 

ヨシダ資金厲店 

^903-5-4 

〇 22-244« 

東京相和銀行立川支店 

柴势印 3-6-17 

022-2171 

才 K オン書房 

爱昀町 34,27 

025-3111 

あさひ銀行 mu 支店 

柴矜印 3129 

«2-4161 

イスパニスタ 

柴费昭 3-6-3 

»22-2969 

入舶辦 

司 

®3+32 

022-2474 


サンカメラ 

ffl 埘 3-7-22 _ 022-3336 

ラーメン罐馬 

1，11 盼 8-2 —027-7575 

i [ 京都民銀行 fflH 支店 

l^«®3-9-21 022-7107 

容塞リラ 

5葉町 1-11-1 _«36-3048 

i ふじサイクル 

若蕖町 1-12-4 OS8-7166 


紀ノ国屋 

若葉町 1-13-2 


038- 

3 ZJIMB 


036-1604 


エッソ石油茲 ?5 , ン 

— 036-3081 

g 晋商寧 

f 町 1-23-9 _«25-3110 

オン • 房ルミネ ffl_ 

Q27-2311 

iti - f - r - JW ) nzmmM 
■ 町 2-1-1 027-6917 

S 子 * +«*fe ル讪 1 晒 

MD2-M 027-1140 

| _ 日カルチヤー t ンター mu 

5町 2-1-1 _〇27-0511 

"b ツテリア mil ルミ祕 

，町 2 十 1 _ 024-7433 

felllH ジェントホテル 

隱町 2-11-7 »22-1133 

| 松下珠算塾 

W 町 3-33 025-1671 


ホワイト八ウスフロム I 
雕町 2-11-2 025 


，中* 

>-8558 


ケ :/^4- 祝ドチキン訓 M 
疆印 2-12-16 028-2636 


伊勢丹 fflll 店受付 

層 ® 2-12-2 025-1111 


三菱銀行立 JH 支店 

躍町 M3-3 024-4121 


トボス立 JII 店 

跚町 2-18-18 025-0331 


才 U オン書房 p パ 

瞎® J2-2-25 〇2 


23-3311 


| 印鳜の宝 

霱町 2-4 


山堂 

»25-0111 


アルビ3ン 

■ 町 2-4-28 _ 025-3824 

I «■ 子 (》 I 5 U - フ 0-^ 

鼸町 2-4-28 027-4138 


7>=^フ 1.1?卜7□イ 
30 »26-1818 


I■ 冊 2-4-3 

ク U 


■町 2-4-30 


ム 


»26-3030 


第一勧業雄行 ffiHSJS 

町 2-4-30 «22-5151 


シエ•タスケ 

鼸町 2+14 027-5959 


さくら銀行 mu 支店 

曝印 2-6-11 022-2151 


サヴィニ 

* 町 2-7-10 »25-1662 


_ ジョイフルブラザ 


丨〇時〜2〇肟 



I 定期用金 I 

Lgggyp 

立川支店 


真如苑だより 



▼ 


名阀座通り 

この立川は、かつて「映 
幽の街 j と呼ばれて、それ 
ぞれの映両绾がその存在を 
賭けて顧を妓ったそラです。 
そして今日、映 w 館の無い 
街 t 化Iていますが <もう 
じき復活）映画館は無いの 
に「名画座通り」が残って 
M いる不思搛。柴埼町 3— 7、 

「商砂不動産 j から東へ向う100メートルほどの通り。映 
画館、らしきものもありません， 


W A 


C H 


N G 


I 叫治から大 
JE にかけて a 
^てられた西洋 
1 建 * U * 沢み 
HP のるさんはそ 
by の英しさを， 

わずか卜 ft センチのミニチュアの 
№55: で表現 LTL まう ■«& のた 
めには％地 <; 社き•硬物の写輿を 
撮るだけではなく、必要とあらば 
当時の玟計 Hffii でも取り寄せて 
L まう n その % りょうは®眛のレ 
ベルをはるかに越えている e 
「趣味だから出米るんですょ J と 
5¢ ラ « 沢さん。 8 月末にア—トサ 
〇ン四季で間かれた to の作品跛は、 
今年で a» を迎ぇ 611 沢さんのた 
め 1: 娘さんたちが企画 I たもの。 

* 敵なご家族に囲まれながら，作 
品への想いを鉼る輾沢さんの瞌は、 
「作る诲び」1:あふれていた。 




路上 W 察とい • フジヤンルがある。 
作家の赤瀬 ; 1! 原平さんたちが 10 .俗 
の平板な眼を突き抜けて、街を R 
S して•わずかな陳肋から人阳杜 
会の木 H にせまる wi 十 t 1 をどこかで 
ご KAI: なった " も多いであろう • 
それには天才的な眼力が要求され 
るが、 r われら立川人」だって•地 
域を立：川に限れば可能なんじゃな 
かろうかと r ウォッチング W を連 
tt すること CL/; ♦ その * 一 rM] は、 
錦町の一角の r パ—トメントの表 
扎に 「 W 下宿』 t あった ■ なん t 
いう * 風な 1 二文字だろうかと ，I 
ばしたたずんで眺めた ii ! 憶がある 
ので、それにしようと心 1 :決めて 
いたのだが，この間^典機をも 
って同じ場所へ行つてみると，そ 
? T. —1 多 > c, • I » • 

た • 世の中•うつろいやすいもの 
である參それにしても「名|*|噔通 
り」には恐れ入りました•淼忠明 
さんが立川の映 . 幽艙を/スタルジ 
ックに在いてお〇 i したが映？ I が 
人のこころに残すィンパクトの強 
さは m 深いものがあるら L い•名 
51 座が消ぇて t r 名画座通 9 」だ 
けは残してお 5 たいここ ^ 根 、 lir 
かあ • ラれ L いなあ•わかるなあ 
♦ 立 川のバックボ—ンをかいまみ 
た « いだ • だが，こラいう路 LK 
察のネタがいつまで絞けられるこ 
とだろうか。エ抟の而々は皆 H ， 
自伝のないままの ii 锒は見切り発 
率となつてしま C た • 救ぇて•教 
えて ♦ ス クリ I ンに w « 舞はせ 
えくてびあん 


棚一 


り i した々 

今年の5月に行われた ff 蒲まつりでは、なんと十二申 
衣(じゆうにひとえ)を#せていただきました*まるで 
平安 ft 族の女流歌人のょうな装いで，こんな格好をさせ 
てもら i . るのは一生に一度だろうなと、とても炫しかつ 
たのを党えています。当日は故嬋の実家から母と妹が見 
に来てくれて，私の晴れ姿<?>を春んでくれまし广、 
それでも十二取衣はさすがに重く*さで7 1 フ丨一 tc-o 
ていると•やはり見ず知らずのおじさんが「费くて大雙 


で LM ラ • がんばつてね Jt 卢をかけてくださり•なに 

かホッと L たような SI 持ちになりました。 

ミスのお役を務めさせていただいてるうちに*自分の 

中で，なにかひ t つの心！ g えのようなものが生まれ il 

た。うまく 0 えないのですが、 * えて ^ 装にする t 「本 

与の 6 分を忘れないようにしよう」という亊ではなかつ 

たかと思い i す。「ミス Jt いう役荆上，大勢の方の前に 

立ち、目立つ立場にある本が多く，厢りの方もミスであ 

る私に何か t 優 I く I て • 卜さいますそ 5 いつた環碗に 

m“ てしまい、『私はミスケ川だから j と U* えて I まう ^ 

は • 本 ^ 一の A 分を R 失う*につながつていくのではない 

か • 「ミス Jtl ての自分ではなく、 | 女性と I ての自分 

を忘れてし i つては、いつ i 支えて下さる職場の A * 々に 

ご迷惑をか It るばか *' でなく、 6 分自身のためにもなら 

ないのではないか • と常に心のどこかに S い聞かせてい 

たような気がします。私にとつてこの 1 年 |« は*自分自 

身の心を改めて見つめなおす、大切な時間だつたように 


思います 

いろいろ書いてしまいましたが •$: の取柄もない私が 

「ミス立川 j を • 1 年間無事 1: 務められたのも、商 1 :会 

通所の方々をはじめ t する，たくさんの「立川人」の传 

さんのおかげです。この場を (S りて • 卸礼申し上げます。 

索 ¥ らしい 1 年間をありがとうございました。 


is * 田 m tHsml 片 小杉 > 〇 01 

小 # 雇史 KH11 名 m 霣中 

1- stt- 

S - « #±s 

A タジ #260. mlBIM5 舞 


昨年の £ • 轾い H 持ちで出場 l た「ミス立川コンテス 
卜 / 思いもょらずにミスに選ばれ、 ® しさ tc .® いが问 
居した — な心持ちでのぞんだ受赏式から 1 年がたち 
ました ■" この 1 年は、ミス立川としてたくさんの行 4i や 
催 L に参加させていただ％/たくさんの方にお会いでき 
て • 私にとつて忘れられない年 t なりました • 

特に思い出深いのは * 訪まつ b • 浴衣を粉て * パレ — 
ドで瀘しおどりを踊り i した • ミスになつてまもなくの 
頃で • 班初は wln くさかったのですが•近くの列で踊っ 
ていた見ず知らずのおばさんから、「あなた hT- ねぇ 、X 
ジがいいわょ」などと许めてもらい、それからは夢中に 
なつて踊つて li い il た ■ 私は W 場は tr 川ですが•荻 
a から通助しているので、それまで立川のお祭りに#加 
した事はなかったのですが，このお祭りは私に立川に住 
む人の ® しさを se させてくれた， ft 初のきつかけとな 


# 


【0月号の答〕❼ 

答は14ヶ所。平成2年 
の都の区市町村へのァ 
ンケ—卜辋査にょると東 
*» (山問部を除く >には、6 
23ヶ所{区部227ヶ所，多 
摩部3 96ヶ所》の*水が確認 
されています" I かし、都市化 
の影響で•年々*水が少なくな 
つてきていることはとても残± 
なことです • 


フ□シキ、大好きです 



00 . 

しい，ハ r ' vlJocle ’ Tffimlc'VKV ” -yt 
•:•率 vn < 亡 fi & tHK 9 f / Jb 6 •名人 


u .*7 イン^， C ス v - c/ro r aec - XIioAA :* 

日挲>て屋*だ • fi - ea か0こ4'いフ Q シキが • 





1 子供のためにやつてい i 仕丰 
です " 興味本位ででき &S はあ 
り i せん J t ビシヤリ * 

「昨年出した本も•网想とい 
は研究の紀»をまとめた 
t の 1: 近い❶エピソ—ド的なも 
のを m めるょりも，資料として 
後進の方に 3S んでいただけるょ 

ぅ ci とめました」 

矣和な笑 ® の中に•時折く 

光る If , 子供たちの車を柒一に 

多ぇる实 4 さに *40 年の*-みが 

S じられる， 

◎ 

神辺さんは， # 門は耳 # tw 喉 

科のお E 者さんだが、学校医会 

全長を務め • 学校保 a の在り方 

について総合的な研究を絞けて 

いる • «在取り組んでいる問越 

は • 理想的な * 哝相談について " 

r 今でも年に 1IE1 •どこの学校 

でも鍵 . •* 診断が行われています • 

そこで .»# が ft つかった子供た 

ちについては迅速な吋応が出來 

るのですが、その時には従状が 

出ていなくても、あとになつて 

大热につながる可能性を t つた 


子供 t いるんですね。 年に 1 回 
の検猞ではなかなか ft つけに < 
いんです」 

検鈴時 {: 先生から大丈夫 かと 
問われ、「ハィ Jt 答ぇれば 興 常 
なし • 自覚症状がなく，まして 
子供だつたら無押もない。そこ 
で大切なのは 親 • 学校 • 校 K の 
三者が I っかり手を結んだ « * 
指#。 

「親は t ちろん•子供と 接す 
る畤閲が多い抱任の先牛の注袭 
が，何よりも大切です，ちよつ 
と顔色が 恶 いな，保健室で 相談 
L てごらん " その一 S で人事に 
至らずに防げる 病^も あるんで 
すね」 

◎ 

40 年と いラ 月日は ft い。 T 供 
たちの容姿や性格も、全く 様变 
わりしてしまつた * 

「先程の ** 相談の S につな 

がるのですが • 昔の子供たちは、 

例ぇば狳断で 何 か興 *が兒 つか 

った 時、 呼び出せば すぐに fs 铋 

室にやつてくる**なたはこラ 

だから、こうい うお m 者さんに 

薄てもらいなさい • と言うと * 

£ に從つてくれる ◊ t て tls 導 

しやすかつた* A 51 とい•フもの 
に鐮虛に取り組めたんですね」 
「ところが最近の子供たち、特 
に思#期の子供たちは•異* が 
あつても保健室にやつて來ない • 
河 度か呼び ml て、ようやく来 
てくれた上思つたら、明：：一恭、 
班にも言わないで くれと私に賴 
むんです。痛^である #が恥ず 
かしい、自分が厢叫と違う状想 
にあるという事を 痪*に嫌がる 
んですね」 

r-T 供が何らかの症状を患っ 

ているのを ii つていながら、：旧 

僚を受けさせない 镋も いるんで 

す •* やら何やらで痛院に行か 

せる 時 問がない、 勉強が 運れ る 

と H うんですね。校医の立場で 

はそれ以 . 一-は入り込めないんで 

すが …!. 

@ 

«■ 鼻利の 5t 生で ある神 辺さん - 

» 後にためになる話をひとつ。 

「子供に t つて 乘物酢 いは 切 

実 • 逡足が台憮しですから•そ 

n を防ぐには tt 棒でグルグル fnl 

る事 " 毎 n 絞ければ三 半 »宵が 

鍛えられて、酔い止めの薬など 

よりずつと幼果がありますよ J 


■ U 時 10 月 15 日出 

2 時一 4 時 

■ » 本故 ' 腐如卞物館をはじめとして映 lil 

など嫌りだくさんの用意 

がしてございます _ 

■お 中し込みは 

「え { てびあん•コンパ 

ニオン」 < 本誌を手 * して - 

くれた人 > へ • 



興常な酷务がょラやくにして、與やかな 

秋 1; 麻を 21 つてくれ il た ■ I かし•あの 

» いなか•人はいろいろな亭に取姐んで工 

ネルギ — をみ甘つけるもの，お米と似てお 

ります。炎天の下で « 々と実らせてきた釉 -. 

今年 U 大 9 作 t 伝えられ i す • 秋の実り IX 

S. に裏打ちされているんですね " 夷如苑 4 

また、この宾りを胥さまと一緒に«びたい 

気持ちでいつばいです々お出掛け下さい - 


明え<てびあん BRSan 

平成六年+内 I 日癸行 

宛行所式くてびあん賴鑼エ珥 
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